
（別紙３）

～ 2024年　11月　24日

（対象者数） 10 （回答者数） 5

～ 2025年　1月　31日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員で内部研修や外部研修などを行い、より良い支援ができ
るようにする。

2

保護者が感じていること、職員が感じていることを分析し、
より正確なアセスメントができるようにする。

3

消防士からの評価を活かし、されに避難がスムーズにできる
ようにしていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

限られたスペースで、より有効な支援ができるよう情報を集
める。

2

ニーズやどういった形での提供が良いかなど検討していく。

3

食に関する知識か支援の方法も保護者に伝えるにはどういう
形が良いか検討していく。

○事業所名 児童発達支援　放課後デイあかり

○保護者評価実施期間 2024年　11月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　1月　4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　2月　6日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に基づく
対応がされているか

食を提供していない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切であるか 室内が狭く、限られたスペースでの活動となってしまう。

父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士の連携を 支援しているか

保護者を含めた振り返りは行っているが、父母の会や保護者会
は行えていない。

活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか 活動には保護者も参加していもらい、保護者から見て児童が感
じたことや、関わり方を話して頂いている。
職員から見た児童が感じたことや関わり方も話しあい、より児
童に適した活動ができるようにしている。

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや課題を
客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか

支援後の振り返りやモニタイングなどで保護者が見て感じてい
ることを聴き、子どもへの支援を分析しながら計画が作成でき
ている。

非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練
を行っているか

毎回消防士の方に訓練を見て頂き、評価をしてもらっている。

事業所における自己評価総括表公表


